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議 第 1 6 0 号 

令 和 ７ 年 ６ 月 ２ 日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 田中 勝文 

 

Ⅰ 開催年月日  令和７年５月 22日（木） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10時 00分～午前 10時 15分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎田中 勝文  ○中村 清志  熊木 義城 

埜田 悦子   福井 直樹  金森 一郎 

大井 正樹 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 薮中 一夫 

〔副 議 長〕 高岡 宏和 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

（福島市民病院長が公務のため欠席） 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 松本 武司  島田  輝  吉本 昌史 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

〔福祉保健部〕 

◦ 令和６年度国民健康保険事業会計決算見込み及び令和７年度国民健康保険事業運営

について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

２ その他 

〈 委員から、次のとおり質疑があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【孤独死・孤立死について】 

〇 少子高齢化や単身世帯の増加により、身寄りのない方や誰にも頼れない方が増加

していると想定される。全国的に孤独死・孤立死が増加していることから、本市の
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状況を伺いたい。身寄りのない死亡者の遺体引き取りや火葬等について、直近３年

の本市の対応件数は。 

△ 死亡時に身元引受人がいないために、本市で火葬を行った件数は、令和４年度は

29件、５年度は 38件、６年度は 29件である。 

○ それらの費用の負担状況や、遺骨の取り扱い状況は。 

△ 本市で火葬を行った際は死亡者の遺留金等を充当するが、費用が遺留金等を上回

る場合には本市で一旦負担し、遺骨を保管している。その後、親族調査を行い、法

定相続人がいる際には、費用の負担及び遺骨の引き取りを依頼している。なお、本

市が一旦負担する費用については、法定相続人がすべて相続放棄をしていることや

法定相続人が存在しないことが確認できた場合は、県が負担することになっている。

遺骨については、相続人から引き取りを拒まれた場合は、高岡斎場に供養などの対

応を依頼している。 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉
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民生病院常任委員会 当局説明員（２７名） 
 

生活環境文化部長 長 久  洋 樹 市民病院長 福 島  亘 

生活環境文化部次長 

 環境政策課長 
大 野  洋 靖 市民病院事務局長 新 田  裕 子 

市民生活課長 中 保  哲 憲 総務課長 塩 谷  慎 久  

脱炭素推進課長 山 村  紘 次 医事課長 池 守  凡 子 

地域課長 長 井  剛 志    

文化国際課長 吉 本  恭 子 消防長 有 澤  智 文 

男女平等・共同参画課長 竹 内  文 雄 消防本部次長 布 橋  隆 男 

市民課長 布橋  みちる 
消防本部参事 

通信指令課長 
沙魚川  文春 

  総務課長 田 中  秀 和 

福祉保健部長 戸田  龍太郎 予防課長 蔭 浦  幸 雄  

福祉保健部次長 上 森  智 美 警防課長 佐 野  吉 英 

福祉保健部次長 

 こども家庭センター長 
長 谷 川  聡     

社会福祉課長 関 原  総 臣   

社会福祉課 

福祉連携推進室長 
大野  美喜子   

 

子ども・子育て課長 

保育・幼稚園室長 
森 川  朋 子   

長寿福祉課長 徳 市  直 之   
 

保険年金課長 水 野  篤 美    

健康増進課長 竹 田  裕 子   

    


